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4.1.5 施工上の留意点の整理 
 施工上の留意点の整理 備考 
仮設計画 ・管内をドライにする方法について検討する必要がある。  

・立坑からではなく、畔等から注入する充填方法の適用性を

検討する 
 

・簡易土留で開削し 1.0m程度掘削して注入孔を設けること

を検討する。 

 

 

・立坑の設置について、効率だけでなく、作業の安全性を踏

まえ、立坑を設置する。 
 

  
施工計画 ・エアモルタルや流動化処理土を充填剤として用いることが

できないか検討する。 
 

・比重 1.0にはこだわらないが、浮上や沈下に対する地元の

懸念を想定して、概ね比重が１になるようにする。 
 

・現地の流動化処理土プラントを確認し、適用性を検討す

る。 
 

・注入位置は基本、下（低い方）から行う。 

・エア抜きの位置を検討する必要がある。 
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